
ディプロマ・ポ
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履修学年 ２年 履修学期 後期 単位数 １ 時間数 ２０

3．看護職者としての「キャリア開発」の支援を知り、継続教育の必要性がわかる。

4．看護専門職の発展に向けた国際的な連携がわかる。

回 方法 担当教員

　　病院組織と看護部組織（看護部組織構造と機能）

2 2）人的資源の管理、労務管理 講義

3 3）物的資源管理、医療機器・看護用具の管理、情報管理 講義

4） 看護実践とリーダーシップ

5）リーダーシップの本質

6
7

6）看護の質の管理 講義・演習

8 7） 医療経営と看護 講義

8）職業としての看護の充実

　(1)日本看護協会の活動（ICN、国際活動の展開）

　(2)看護職の確保と定着に向けた支援

　(3)看護における継続教育

　　（卒後教育・現任教育、専門看護師、認定看護師、認定管理者）

筆記試験　100点

専門分野　看護の統合と実践[1]　看護管理（医学書院）

科目名

授業目標

1

1．看護管理についての基礎的知識を習得し、組織の中での看護師の役割を理解できる。

2．医療経済のしくみと動向を理解する。
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